情報科教育法  後期6回目                                 　　     　　2005/11/12  太田

1. 課題の補足

課題3 グループで作る授業案　
・1月14日 発表会 提出物
　①グループ課題の報告書　②単元別学習指導計画　③授業計画　④発表のPowerPointスライド
　⑤WBS ⑥ 工程表(バーチャートでイナズマ線が入ったもの)
2. 情報Aの授業の設計
(1) 授業作りの基本

・目標をよく理解する（学習指導要領解説を参考にして）

・内容をよく理解する（情報の内容）

・生徒をよく理解する（レベル、興味関心など）

・教材・教具をよく理解する（内容を具現化するものとして教材・教具）

・指導方法の特質を理解する（教えやすいか、自分に合っているかなど）
(2) 授業の基本的なフェーズ
・導入: 生徒に課題を把握させ、学習の目当ても持たせ、学習内容について興味関心をもち、時間や単元を通じて、学習が進んでいくようにする。

・展開: 実際の学習活動が展開する段階である。内容についての理解や技能の定着、問題解決力の育成などを行なう

・まとめ: 単元や授業においてどのようなことが学ばれたのかについてまとめる段階。特に、習得に関する評価は大切
(3) 情報Aの目標

「コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通じて、情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識と技能を習得させるとともに、情報を主体的に活用しようとする態度を育てる」

(4) 情報Aの授業づくりの原則

・実習を中心として展開する

・知識や技能は、帰納的・経験的に習得させる

・身のまわりにある具体的な問題を解決することに取り組ませる

・ここの内容をばらばらに扱うのではなく、一つのまとまりのある課題に取り組ませる

(5) 情報Aの授業スタイルのモデル

a.指導要領に挙げられているプロジェクトのテーマ例１：問題解決の工夫

・ある条件を満足するパソコンの機種と購入方法を決める　・模擬店の経営

b.指導要領に挙げられているプロジェクトのテーマ例２：情報伝達の工夫

・自己紹介　・クラブ活動紹介　・学校案内
c. 指導要領に挙げられているプロジェクトのテーマ例３：情報の収集・発信

・作家○○の作品と生涯　・行ってみたい国の仮想旅行記

d. 指導要領に挙げられているプロジェクトのテーマ例４：情報の統合的な処理

・学校の歴史　・文化祭の記録　・遠足の記録

e. 指導要領に挙げられているプロジェクトのテーマ例５：情報化の進展が生活に及ぼす影
・販売業のＰＯＳシステム　・銀行のオンラインシステム
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